
番号 枝番 小枝番 資　　料　　名 年　月　日　(和　暦) 差出人(作成者)・受取人等 形状(形態) 点数 備　　考

1 調達銀返済銀等受取に付書状 (天保２年カ)７月２６日 嶋崎屋徳兵衛→大正持屋五兵衛 切続紙 1 卯７月２６日条調達銀返済銀等受取書の添状

2 調達銀返済銀等受取書 (天保２年カ)卯７月２６日 嶋崎屋徳兵衛→大正持屋五兵衛 切紙 1
５１貫７５０目御調達銀御返済、１３貫８７４匁
４分当春端浦売御運賃方御指引之過銀

3 未年利足銀受取等に付書状 (天保８年カ)卯７月２６日 切紙 1
未年御利足銀中勘２貫６００目受取「大坂大
変登坂糸平より飛脚書面写為御知添入手
扱々大変恐入申事ニ御座候」

4 給人払米他国出津願 (天保１２年)丑５月１４日
米仲買大正持屋次郎兵衛→御勝
手方御役所

切紙 1
天保１０年米３０石余、千秋池成様高岡米、
私旅人摂州兵庫北風荘右衛門へ買い入れ

5 関平（関流平方覚） 嘉永５年８月１８日 大工弐右衞門
袋綴

（７丁）
1

6 銀子借用書 丁巳(安政４年カ)４月５日 千秋政之助→大正持屋五兵衛 切紙 1 ５００目来午７月まで借用

7 算法新書 明治１３年２月
校閲者　長谷川善左衛門寛・編者
千葉雄七胤秀・出版人　日本橋区
馬喰町木村文三郎

書冊
（233頁）

1 数学道場蔵板

8 残木楼月次会之序 明治２４年９月６日 残木翁
罫紙綴
（３枚）

1 和歌の会

9 船御仕法の儀に付願書(中欠) 寅９月 木谷 切続紙 1

「御仕法船之儀夫々被為之趣奉得其意」とし
て、新艘合船、帆待物宛行、船頭等給銀、船
仕立代調達返済方、御城米積方、船主帆印、
運賃被下方などについて書上

特34.09 　大正持屋文書
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10 金子受取手形等綴 こより綴
（102丁）

1

1 日切見合申入に付書状 １１月１２日 切紙

2 金子差引覚書（前欠） 酉２月 切紙

3 金子手形 寅１２月１４日
岡田台所（印）→大正寺屋五兵衛
等

切紙

4 願書（前欠） 年未詳
林久太夫（印）・児嶋五郎右衛門
（印）→御算用場

切紙

5 金子受取状 未３月２５日
木屋孫太郎（印文「加州金沢堤町
木屋孫太郎」）→大五

切紙

6 値段手形算用状 未７月
千秋内久野木長左衛門→大正寺
屋五兵衛

切続紙

7 滑川御蔵米など請取状 辰７月１３日
丸屋伝四郎（印文「加州大野丸屋
伝四郎」）→大聖寺屋五兵衛

切紙

8 借銀年賦方などに付書状 戌６月２６日 五能作→大正寺屋・次兵衛 切続紙

9 銀子借用書 卯５月
吉村清兵衛（印）→大正寺屋五兵
衛

切紙

10 貸銀請取状 ２月７日
山下専右衛門（印）→大正寺屋五
兵衛

切紙

11 御場印切手米請取状 ８月１２日 御借財方 切紙

12 銀子受取状 １２月２７日 赤井（印）→大正寺屋 切紙

13 銀子受取状 ３月５日
今村義三郎台所（印）→大正持屋
彦三郎

切紙
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14 銀子渡方などに付書状（後欠） 年未詳 板久太夫→大五 切紙

15 利息銀子請取状 申５月朔日
九里歩内浅津九右衛門→大正寺
屋五兵衛

切続紙

16 銀子渡方依頼 未１１月１４日
小倉次（印文「加州金沢小倉屋次
助」）→大五

切紙

17 銭受取状 辰７月２日
長四郎右衛門内野村幸左衛門
（印）→大正寺屋五兵衛

切紙

18 金子請取状 亥２月４日 崎田（印）→大五 切紙

19 銀子受取状 ７月４日
鶴見内台所（印）→大正寺屋五兵
衛

切紙

20 銀子受取状 辰７月４日
小谷兵左衛門用所（印）→大正寺
屋五兵衛

切紙

21 銀子受取状 辰７月４日
鶴見聞二郎（印）→大正寺屋五兵
衛

切紙

22 木屋年賦銀高など算用書 年未詳 切続紙

23 地米受取状 丑８月５日 山崎善左衛門→大正寺屋五兵衛 切紙

24 銀子渡方依頼 ３月２日
越中屋兵次（印文「加州金沢［　　］
善」）→大正寺屋五兵衛

切続紙

25 園田殿家督入用に付書状 １２月２９日
加藤三郎左衛門内打越幸左衛門
→大正寺屋五兵衛

切続紙

26 九里様分指引書 ６月 小倉次→大五 切続紙

27 銀子請取状 申１１月晦日
越中屋平次（印）→大聖寺屋五兵
衛

切紙
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28 森田百太郎様蔵解受取に付書状 巳１２月１４日
松村屋松左衛門（花押）→大正寺
屋五兵衛

切紙

29 蔵解米受取状 午１２月朔日 渋屋次助（印）→大正寺屋五兵衛 切紙

30 銀子借用書 戌７月３日
鶴見聞二郎台所（印）→大正寺屋
五兵衛

切紙

31
過上分受取及び他国津出米売払
願書

亥８月２０日
佐渡屋与兵衛（印）→大正寺屋五
兵衛

切紙

32 銀子請取状 寅７月２３日
成瀬主税用所（印）→大正寺屋五
兵衛

切続紙

33 銀子請取状（後欠） 年未詳 切紙

34 払米中勘銀受取状（後欠） 辰７月朔日 茨木内木村藤左衛門（印）→ 切紙

35 払米代請取状 申１２月３日
坂井忠左衛門内中村能助（印）→
大正寺屋五兵衛

切紙

36 大野様分随喜講高受取状 １０月２２日 松忠（印）→大五 切紙

37
松居五郎右衛門へ手形など渡方に
付書状（後欠）

年未詳 切紙

38 銀子請取状 辰５月４日
岡本安之丞（印）→大正寺屋五兵
衛

切続紙

39 魚津米及び羽咋米渡方に付書状 未６月９日
同丸屋又右衛門（花押・印文「加州
白尾見屋又右衛門」）→大正寺屋
五兵衛

切紙

40 月入用銀渡方依頼状 辰正月５日
永原虎一郞内窪田弥平（印）→大
正寺屋五兵衛

切紙

41 米代金請取状 亥６月１１日
千秋他成（印）→大正寺屋五兵衛
（奥書）右代人忠助

切紙
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42 金子受取状 午７月５日
成瀬主税内用所（印）→大正寺屋
五兵衛

切紙

43 銀子借用方に付書状 ７月２７日 林武左衛門→大正寺屋五兵衛 切紙

44
江州松井方へ金子渡方などに付書
状（後欠）

年未詳 切続紙

45 注文などに付書状（前欠） １０月８日 切紙

46 蔵解入用高書上 年未詳 切続紙

47 銀子受取状（前欠） 亥（文久３年か）７月１２日
忠なわ村五右衛門（印）→大正寺
屋次郎兵衛・御一類中

切紙

48 蔵解米請取状 午１２月２９日
明神屋藤兵衛（印）→大正寺屋五
兵衛

切続紙

49 銀子請取状 未７月６日
大原三郎右衛門（印）→敦賀屋甚
右衛門

切紙

50 金子算用書（後欠） 年未詳 切紙

51 借用金請取状 卯１０月２日 桑嶋（印）→大正寺屋彦三郎 切紙

52 蔵解米受取状（前欠） 午１２月２９日
放生津湊屋仁兵衛（印）→金沢町
大正寺屋五兵衛

切紙

53 蔵解米請取状 １２月朔日 明神屋藤兵衛→大正寺屋五兵衛 切紙

54 勝手向などに付書状（前欠） ９月２０日 切紙

55 蔵解米受取状 １２月１２日
加納屋七右衛門→大正寺屋五兵
衛

切紙

56 渡米高など書上（後欠） 年未詳 切紙
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57 蔵解米受取状 乙未（天保６年か）１２月
御当国銀才許越中屋長右衛門
（印）→高岡問屋八右衛門

切続紙

58 大野吉左衛門様縮証文請取状 ７月朔日
北村屋与四兵衛（印文「越中今石
動北与」）→大正寺屋五兵衛

切紙

59 金子差引覚 年未詳 切紙

60 津出許可状（後欠） 子９月 御算用場 切紙

61 給人召米に付書状 未３月２１日 辻口屋忠兵衛→大正寺屋五兵衛 切続紙

62 銀子借用覚 ７月１３日
大正寺屋五兵衛（印文「加州金府［
］」）→酢屋小左衛門

切紙

63
藤田主計様石動米御切手返方など
に付書状（後欠）

年未詳 切紙

64 銀子借用方などに付書状 ８月２９日 館平→喜一郞 切続紙

65 書状（前欠） ６月２７日 切紙

66 金子受取状 辰６月２７日
成瀬主税用所（印）→大正寺屋五
兵衛

切紙

67 銀子借用証文（後欠） 申７月４日 千秋周郞（印）→ 切紙

68 銀子受取状 ３月１１日
千秋豊三郎（印）→大正寺屋五兵
衛

切紙

69 御召米代銀請取状 申１２月３日
谷政右衛門内飯田勇蔵（印）→大
正寺屋五兵衛

切紙

70 御召米代銀請取状 申１２月３日
北川敬太郎内森与八郞（印）→大
正寺屋五兵衛

切紙

71 銀子手形 申８月２１日
堀江屋平左衛門（印文「堀江屋」）
→大正寺屋五兵衛

切紙
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72 御取極値段などに付書状（後欠） 年未詳 切紙

73 1 御蔵米受取状 ７月１９日
松清（印文「金沢尾張町松征屋清
兵衛」）→大五

2 御印米請取状 辰７月１１日
能登屋与兵衛（印）→大正寺屋五
兵衛・同治兵衛

74 銀子請取状 辰２月９日
寺西弾正内白崎致・山下村殊右衛
門→大正寺屋五兵衛

切続紙

75 新左衛門収納払米代銀請取状 申１２月５日
山口新左衛門内西野銀右衛門
（印）→大正寺屋五兵衛

切紙

76 取立物二番会開札に付案内状 子１０月 藤江小兵衛 切紙

77 取立物三番会開札に付案内状 １０月７日 宮村是助→大正寺屋五兵衛 切紙

78
三田村様分御渡方依頼などに付書
状（後欠）

年未詳 六左衛門→喜一郞 切紙

79 銀子請取状 子１１月１６日 越中屋平七（印）→大五 切続紙

80 御米渡方に付書状 午１２月７日
田中屋権右衛門（花押）→大正寺
屋五兵衛

切紙

81 立用書など請取に付書状 １０月２１日 赤祖父屋権三郎→大五 切紙

82 土州様御出銀受取状 子１０月
小倉次（印文「加州金沢小倉屋次
助」）→大五

切紙

83 蔵解米受取状 午１２月２９日 宗七（花押）→五兵衛 切続紙

84 約定銀子御渡方に付書状 ７月５日
後藤金太郎内中村吉大夫→大正
寺屋次郎兵衛

切紙

85 上納銀子受取状 卯７月２５日
永原最一郞内西任田弥太夫（印）
→大正寺屋五兵衛

切紙

切続紙
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86 三田村内匠様御預米詰米に付書状 午１２月５日
米屋権四郎（印）→大正寺屋五兵
衛

切続紙

87 銀子受取状 ８月２３日 陸原（印）→大正寺屋 切紙

88 米代金請取状 申１２月３日
遠藤数馬内所（印）→大正寺屋五
兵衛

切紙

89 銀子受取状 １０日 大成→十兵衛・五兵衛 切紙

90 金子請取状 丑４月２９日
広瀬宗次郎内（印）→大正寺屋五
兵衛

切紙

91 菊池様分金子差引覚（後欠） 年未詳 切紙

92 町会所借用銀請取状 ２月１０日 成瀬用所（印）→大正寺屋五兵衛 切紙

93 銀子渡方などに付書状（後欠） 年未詳
加藤四郎左衛門→大正寺屋五兵
衛

切紙

94 蔵解米受取状 申７月２０日
古府屋孫右衛門（印文「金沢古
府」）→大正寺屋五兵衛

切紙

95 蔵解米請取状 申７月２５日
今村屋九右衛門（印）→大正寺屋
五兵衛

切紙

96
藤田左衛門様分蔵解米受取に付
書状

申６月１２日
室屋小左衛門（印）→大正寺屋五
兵衛

切紙

97 御召米代金請取に付書状 申１２月９日 永原（印）→大五 切紙

98 入用銀不足に付銀子渡方願 ６月２７日
佐藤治兵衛用所（印）→大正寺屋
五兵衛

切紙

99 銀子書上覚 年未詳 切紙
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11 金子受取書 午２月４日
森元周→大正持屋五兵衛・木越屋
作右衛門

切紙 1 金３両当月３日落手

12 銀子受取書 未１２月２９日 御坊役人→大聖寺屋五兵衛 切紙 1 木屋孫六よりの取替分１貫５００目受取

13 延御払渡り御印等証文類受取書 未１２月２９日
嶋崎徳兵衛(印文 加賀国向粟崎上
嶋崎)→大正持屋五兵衛

切続紙 1
１０００石延御払渡御印六通の表、１２５０石
端浦売渡御印十二通の表、１２００石別段渡
り御印二通の表など

14 借請の吉久米代銀払方に付書状 酉６月１８日
(伏木)車屋半兵衛→大正寺屋五兵
衛

切続紙 1

吉久米１００石借請、代銀酒屋宗左衛門より
受け取るよう依頼、後段に酉６月１８日吉久津
村米百石代銀支払依頼、車屋半兵衛→酒屋
宗左衛門

15 延売綿代受取書 戌２月８日 木谷店→鶴屋善右衛門 切紙 1 １５０両受取

16 御銀才許利足銀受取等に付書状 ２月 木谷藤右衛門→大正持屋五兵衛 切続紙 1 御銀才許御利足銀３０貫９６９匁３分１厘受取

17
元周京都より連れ帰りの小者へ遣
銀渡方願

６月 森元周留守→大五 切紙 1 銀２００目、元周から申し参り

18 請書草案送付に付書状(前欠) 9月20日
大正持屋五兵衛→木谷藤右衛門・
嶋崎徳兵衛・木谷次助・銭屋五兵
衛・丸屋伝四郎

切紙 1

19 銀子貸渡依頼に付書状 11月19日 本江屋伊兵衛→大正寺屋五兵衛 切紙 1 １貫５００目貸渡依頼

20
端浦売米地払の所百石船に付改
めて船積願

１１月 粟崎村藤太郎→御勝手方御役所 切続紙 1
当年端浦売米９００石地払に願出、内、塵浜
御蔵１００石羽咋郡柳瀬屋弥平次へ売渡分、
梅屋理兵衛方積出、改めて積出を願出

21 振替渡方依頼に付書状(前欠) 極月１８日 切紙 1

22 銀子借用に付礼状 １２月晦日 酒井屋三左衛門→喜一郎 切続紙 1 ２００目拝借
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23
喜太郎ら積出米川下方不指支等に
付書状(前・後欠)

年未詳 切紙 1
喜太郎・木屋次助・木屋孫太郎積出米、嶋崎
徳兵衛買揚米他国出津嶋崎徳兵衛・丸屋伝
四郎等米高書上(前・後欠)

24
嶋崎徳兵衛・丸屋伝四郎等米高書
上(前・後欠)

年未詳 切紙 1
嶋崎徳兵衛・丸屋伝四郎・綿屋彦九郎・越中
屋次左衛門と米高書上(端浦売米高カ)

25 茶湯宗匠歴代に付覚書 年未詳 切続紙 1
珠光・紹鴎・千宗易・千宗庵・千宗旦・千江岑
宗庄・千良休宗佐・千原叟宗佐・千天然宗佐
などの略歴、その他

26
本多伊予守忠統の儒学・茶に付覚
書

年未詳 切紙 1
本多伊予は享保頃の若年寄衆、儒は徂徠の
弟子、茶は原叟宗佐の弟子とし、号などを書
上

27 沢庵和尚歌 年未詳 冥之 切紙 1

28 英田広済寺光誓略歴書上 年未詳 一紙 1

29 如来像下図 年未詳 一紙 1 (朱書)「六百七十七号」、石蘭蔵とあり

30 道具類書上 年未詳 切続紙 1

31 書状断簡 切紙 2

1 書状断簡 ７月３日
宇野八百記→大正持屋五郎右衛
門

   切紙 1

2 廻状断簡 年未詳    切紙 1
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